
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

・男性介護者の地域での居場所づくり。
・性別に関係なく、介護する側もされる側も誰もが安心して暮らせる社会を目指す。

事業
目的

内容

方法
手段

・グループで交流(４人)
・自己紹介
・介護の不安や悩みなど、
自由に話をする。

↓
不安や悩みについて共有

・男性の孤立状況について
取り上げる。

・介護の視点から、生活や
仕事における男女共同参画
を考える。

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策

・介護する男性が増えた背景や
男性介護の実態、どんな問題が
起こり、男性介護者にどのよう
な支援が必要なのか知る。
(講師による講義)

対面形式講義
ワークショップ

男女共同参画推進の
理解

情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】 男性必見！介護について考えよう

振り返り

性別や年齢も関係なく誰もが介護にかかわる時代となった今、家庭内で介護をする男性が3割、介護をしながら働いている男性は４割を超えている。また、家族を介護す
る男性の約６割が孤立しているという調査結果もあり、悩みを抱えていても、誰に・どこに話をしたらいいのか苦悩する男性が多い。
（※2022年厚生労働省「主な介護者」の性・年齢階級別構成割合、孤独・孤立の実態把握に関する全国調査より）

問題
現状

保健福祉センター、近隣病院、地域包括支援センター

評価
指標

集客80％、アンケート満足度80％

・アンケート記入
・理解度、満足度、

↓
４段階評価の中から
選択し、記入。

・受講しての感想、

・医療関係者、または保健セン
ターの方のお話と実践
・介護の基本的な知識について
学ぶ。

・介護予防について
簡単にできる予防対策の実践
(予防体操など)

・介護保険制度や支援制度につ
いて知る。

・相談窓口の紹介
(男性相談、地域包括支援セン
ター、ケアマネジャー等）

・性別に関係なく、介護する人
もされる人も、誰もが安心して
暮らせる社会に向けて、個人で
できることを考える。

個人ワーク(10分)
↓

グループ交流(20分)

対面形式ワークショップ対面形式講義 対面形式ワークショップ アンケート用紙

対象
定員

男性。20人。

連続講座(２回・対面形式講義とワークショップ）各回120分講座
期間
回数

予算 事業費

事業
目標

・介護の知識について学ぶ。
・介護と仕事の両立、自分自身の時間の確保を実現するためには様々な方法があるこ
とを知る。

実施
体制 主催：和泉市男女共同参画センター

【位置づけ】Ⅰ-22・23、（家庭・地域への男性の参加・参画の推進）

Ⅲ- 76・ 77、（ワーク・ライフ・バランス）の考え方の推進

課題
・男性介護者を孤立を防ぐため悩みを話せる場所や時間をつくる。
・介護の知識を身につけて、利用できる支援制度や相談窓口について知る。

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」

30分 60分 30分 110分 10分


